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築することができた。このモデルから、8 軸と 3 つの構成概念全ての上流に位置するの
が経営であり、安全文化における経営の果たす役割が明確となった。 
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これらのモデルを活用することにより、8 軸間の関係を踏まえた醸成対策の立案が可
能となるが、安全文化の根幹にある動機づけの強化対策が最も効果的であると考えられ
る。そこで、Scheinの組織文化の 3層に則り、動機づけの概念に近い第 2層の価値観に
ついての検討を行った。価値観を知るにはインタビューが有効であり、保安力第三者評
価階層別インタビュー結果から 12 件の価値観を表す意見を抽出することができた。価
値観を表す意見は安全文化の評価が優良な事業所から多く抽出された。こうした価値観
に学ぶことにより、ベストプラクティスならぬ、ベストバリューの水平展開による安全
文化の醸成が可能となると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
